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第３章 将来における県内水道の理想像 

水道は、県民が健康で文化的な生活を営む上で、欠かすことのできないライフラインで 

あり、また、産業・経済活動を支える基盤施設としても、重要な役割を果たすものであるこ

とから、水道事業には、安定した水道サービスを維持すること、安全な水を供給すること、

地震等の災害時においても確実に水を届けることが求められます。 

このため、本計画においては、将来における県内水道が目指すべき理想像を「持続」、  

「安全」、「強靭」の観点から設定しました（図 3.1）。 

 

図 ３.1 基本理念と理想像 
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より具体的には、以下に示す事項を実現していることが理想です。 

 

第１節 【持続】安定して水を届ける揺るぎない運営基盤の確立 

 ○更新需要や財政収支の適正な見通しの下、計画的に施設更新がなされている。 

○様々な官民連携手法等を踏まえた業務の委託や事務の共同化等による費用削減策が実施 

され、適正な料金体系の下で安定した事業運営がなされている。 

○専門的知識や技術を有する人材の育成・確保がなされ、技術職員が適正に配置されて  

いる。 

 

第２節 【安全】県民が安心して飲める良質な水の供給体制の確立 

 ○万全の監視体制の下で適切な浄水処理等が実施され、安全な水が供給されている。 

○水質汚染事故に対し、迅速かつ適切に対応できる体制が整備されている。 

○簡易専用水道等の定期検査や管理が確実に行われており、飲料水の安全性が確保されて

いる。 

○水道の普及が進まない地域においても、水質管理が徹底された安全な飲料水が供給 

されている。 

 

第３節 【強靭】災害時にも確実に水を届ける施設・体制の強化 

 ○基幹管路・配水支管の全てが耐震適合性のある管路であり、また、浄水場、配水池の   

全てが設備も含めて耐震化されている。 

○危機管理に係る計画及びマニュアルが整備されており、様々な災害事象に対する迅速 

かつ的確な応急体制が確立されている。 

○相互応援に関する各種協定が締結されており、災害時の人的、物的応援が効率的に受け

られる体制が構築されている。 

○非常時の飲料水、生活用水の確保のために、自家発電設備の整備や緊急時用連絡管等の

バックアップ体制が確保されている。


